
概

持　□ 拡大 ・本市の

施

強みである富士山、箱

策

根、伊豆の玄関口とし

名

ての地の利を生かした

観

、広域での観光ネット

光

ワークづくり
事業区分

基

□ 自治事務   □

本

 法定受託   □ 

目

その他
今後の方向性 □

標

 縮小　□ 改善 を推

交

進し、国内外からの観

流

光誘客及び消費行動を

と

促す取り組みを実施し

賑

ていく。
（改善措置等

わ

）□ 休止　□ 終了

い

計画対象 ■ 実施計画

の

査定対象  □ 行政

あ

改革対象 
□ 廃止　

る

　　　 

※決算額につ

ま

いては、端数処理によ

ち

り、他資料の決算額と

要

差異が生じている場合

施

もあります。

策の目的 本市ならではの

No. 事務事業名 活動

強

内容 コスト（事業費：

み

千円）

市単独事業費補

を

助金 令和　２年度 令和

磨

　３年度 令和　３年度

き

令和　４年度 令和　２

上

年度 令和　３年度 令和

げ

　３年度 令和　４年度

、

活動指標名 単位
実績 計

国

画 実績 計画 決算 当初予

内

算 決算 当初予算
全体事

外

業概要
①

三嶋大祭り来

か

場者数 万人 15 0 20

ら

観光PR、観光交流人

観

口の増加を目的として

光

、三島の観
光推進や地

客

域振興を図る団体の事

の

業に対し、事業費の 0

誘

72,215 44,2

客

53 45,241
一部

を

を補助する。
②

三島市

図

ふるさとガイドの 件 2

り

00 154 300
三島

、

市観光協会補助金、三

消

嶋大祭り補助金など 会

費

案内件数

令和　５年度

行

の優先度

③
観光協会が

動

販売する着地 人 300

を

59 400
2 型旅行の

誘

参加人数 　□ Ａ　　

発

　 □ Ｂ　　　 □

し

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

、

・新型コロナウイルス

ま

感染症拡大により、三

ち

嶋大祭りは開催中止と

を

なった。また、コロナ

活

禍における行動制限や

性

□ 計画どおり   

化

令和　３年度 外出自粛

さ

の影響により、三島市

せ

ふるさとガイドの会の

る

ガイド件数、観光協会

こ

が販売する着地型旅行

と

の参加人数、
□ 遅延

。

         
の

施

評価 いずれも計画の想

策

定よりも伸び悩んだ。

の

■ 進展なし    

方

 

■ 維持　□ 拡大

向

・感染症対策を施しつ

観

つ、安心・安全に配慮

光

した三嶋大祭り開催を

ネ

目指していく。
事業区

ッ

分 □ 自治事務   

ト

□ 法定受託   □

ワ

 その他
今後の方向性

ー

□ 縮小　□ 改善 ・

ク

ウィズコロナでの観光

づ

需要の変化に対応する

く

ため、各団体等と連携

り

して観光PR、観光交

 

流人口の増加を図る。

□

（改善措置等）□ 休

 

止　□ 終了
計画対象

計

■ 実施計画査定対象

画

  □ 行政改革対象

ど

 
□ 廃止　　　　 

おり   
令和　３年度 広域観光団体等と連携したイベントやプロモーションの実施による本市への観光誘客及び消費行動の促進を図った。一方、観光客の減少や三嶋大祭りの中止など、観光

□ 遅延         
の評価 交流人口の増加については、新型コロナウイルスの影響を受けたことで伸び悩んだ。

■ 進展なし     

■ 維持　　　　 他市町や協議会、関係団体との連携を引き続き強化し、ウィズコロナでのイベント開催やプロモーション等の観光誘客をより強固に推進していくことで、観光交流人口

今後の方向性 □ 拡大　　　　 の増加による本市経済の活性化を図っていく。

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

1 頁

令和 3年度

No. 事務事業名 活動

　

内容 コスト（事業費：

　

千円）

各種団体への負

事

担金 令和　２年度 令和

務

　３年度 令和　３年度

事

令和　４年度 令和　２

業

年度 令和　３年度 令和

評

　３年度 令和　４年度

価

活動指標名 単位
実績 計

表

画 実績 計画 決算 当初予

（

算 決算 当初予算
全体事

個

業概要
①

広域連携によ

票

るイベント 回 3 4 4
各

）

種団体が実施する観光

課

推進事業に対し、伊豆

名

地域へ 開催
の観光交流

産

人口の増加を通じ、三

業

島の観光振興を図る 0

文

16,949 15,1

化

59 15,027
ため

部

、県及び関係市町等と

商

の連携のもとに参加す

工

る。
②美しい伊豆創造

観

センター負担金など

令

光

和　５年度の優先度

③

課

1 　□ Ａ　　　 □

作

 Ｂ　　　 □ Ｃ　

成

　　 □ Ｄ　

・美し

日

い伊豆創造センターや

令

駿豆線沿線地域活性化

和

協議会等の広域団体と

　

連携し、コロナ禍にお

４

ける本市への観
■ 計

年

画どおり   
令和　

　

３年度 光誘客を推進す

８

るイベント・プロモー

月

ション等を実施した。

　

□ 遅延      

５

   
の評価

□ 進展

日

なし     

■ 維


